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2月 1 日現在

世帯数 7,785( +5) 
人口 22，4 13(+6) 

男 10，699( :t O)

女 11 ，714(+6)
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村
康

井
俊

頭
大

岡
悟

玉形木田

丸新和市尾児 宮五 酒中

岡

。3
宏祐繁純勇

小学ー毎隼

彰哉記哉磨蕪史樹宏太

和武西道土仙杉弁丸井川

田智村尭岐波原上山上村
36人
47人
83人

男
女
計

輝賢謙真祐彰辰謙智 真

平
成
九
年
度
に
小
学

校
へ
入
学
さ
れ
る
児
童

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

既
に
町
教
育
委
員
会

か
ら
就
学
通
知
書
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
の
重
信
町
内
小
学

校
へ
の
入
学
児
童
は

(
平
成
二
年
四
月
二
日

か
ら
三
年
四
月
一
日
の

聞
に
生
ま
れ
た
子
供
)

二
百
二
十
六
人
で
す

。

病
気
や
そ
の
他
の
理
由
で
就
学
猶

予
の
申
請
を
さ
れ
る
方
、
二
月
一

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
重

信
町
教
育
委
員
会
、
教
務
課
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

平也一裕冶崇実太太文司

東高上 j度佐西芳佐酒松和井芳成十
之之
内伯井浦田上内谷亀井阿部伯山

正竜直雅 賞圭 裕知慎博幸 一 俊文友

樹雅入賞浩介基隆吾典浩輝樹弥斗

井原(

智由瑛恵智涼麻彩京千 遥菜)
美里利 津

菜夏京美子子加美子衣紀子織藍子美

戒松田野越有伊舛比西大和新菅坪相
野

能弁中村智友賀本平村塚田谷

夏 75

な
お
、
こ
の
名
簿
は
平
成
九
年

一
一
月
一
日
現
在
で
作
成
し
、
生
年

月
日
の
順
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
務
課
九

六
四
ー
一
五
O
O
附
へ
。

長遠窪山森小 i賓越楠山佐和黒正佐城伊
々橡

田藤田河岡木戸田

結悠

池田 智

千美桂あ備
南

由
樹
子

喜
恵

美
里

真

理

み
ど
り

亜
希
子茜子

口谷山田

綾

子樹恵彩香菜 i者

j度能森増二松森市和新黒菅大菊
久

岡河野保池

き

~部 智本田神本
理念品店主愛慈千槽亜 里智 佳真世
~す" 奈衣

璃 子尋子 衣 11栄美望織優奈笑希記

早安

田} 11 
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字
和
川

八
塚

高
木

大
北

竹
本

松
弘

手
嶋

田
中

八
塚

高
須
賀

4ト圭紀大矢 ー 士卓平太弘

1棄朔直優直修紘

男 58人
女 51人
計 109人

安
井
弘
生

池
田
岳
大

大
西
涼
太

大
下
雄
也

土
屋
エ
リ
オ
ッ
ト
海

小
野
遂
義

山
本
一
馬
高
能

寸
d

一丁

・

4
n，

4
4，

平
士
山

塚
優

八奥束山

大基

巳バ了グ官。包(o/"'~/oX空⑪E々定/(èです年長児の写



前成河岩森坂高大渡林松葛葛中浅新音

田田野市 山市西法 岡原原村野立川

一裕雄直将修雅健美航峰期健 昌正秀

光一太人平平也司咲太大太太品宏幸平

松樽 j度高西池島 i度池中佐板窪伊中大猪
之

田古部岡野上本部川田伯橋田藤内揮奥

拓一好大拓弦佑圭大 大宏頒

也諒紀輔佑希季太優亮佑徹陣和明暗弥

I度池新松明古加山瀧水小平大 村池元

部川立阿賀川藤内野田田松北(上川木

A 美詠彩愛陽裕梨久朋結虞杏祥)源竜慎
美太

穂美子実子子乃未美花央梨子 太郎也

仲北上 宮 山明池松高中植水清 i度二篠北

田岡野津内賀川田原田田田水部神宮岡

美梨加愛通優佐美理彩和亜友早英 絵
南 由里里

~ 紀恵子子世依織皇沙乃美美梨紀子響香

岡石井竹名上大佐池松矢菊今 j度中増高

田山上内越岡窪伯田岡野池西部島田見

。凸 詩さ 深 紗千瑠絵美愛佳 祥早彩
く代;

生ら優雪咲也絵美里沙理子彩舞子紀華

大小木高

西山山市

香明円彩

菜子香加

校学‘、志軍T
E

唱
す

⑧
 

野
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大
野
将

森
一
武
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琢
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丹
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谷
康

石
丸
雅

重
松
朋

弘崇貴太朔磨馬太作

込~
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松
下
亜
里
沙

井
上
平
帆

永
野
桂
子

高
橋
矧
子

森
彩
乃

重
信
樹
呈

芥
川
彩
花 男 9人

女 7人
計 16人

⑧
 

山
内
伸
之

森
惰
司

坂
中
雅
一

森
大
和

佐
伯
学

山
内
明
彦

渡
部
友
寅

松
下
洋
祐

青
木
陸

久
保
龍
志

上林小学校

合
高 山 菅谷森松 杉高
手頁 手頁
賀口野口 村(木賀

働男 12人
由布芽三 fp 千 ) 宏 女 6入

賞輝依き長穂 弐健 計 18人
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平
成
九
年
度
の
固
定
資
産
評
価

替
え
で
は
、
土
地
(
宅
地
)
に
つ
い

て
は
、
前
田
平
成
六
年
度
に
引
き

続
き
、
国
の
地
価
公
示
価
格
の
七

割
程
度
を
目
標
に
評
価
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
土
地
(
宅
地
)
評

価
替
え
か
ら
、
都
市
化
に
対
応
し

て
都
市
計
画
区
域
内
の
宅
地
、
市

街
化
農
地
及
び
一
部
の
雑
種
地
等

(
以
下
宅
地
等
と
い
い
ま
す
。
)
を

対
象
に
路
線
価
方
式
に
よ
る
評
価

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
路
線
価
方
式
に
よ
る
評
価

と
は
、
不
動
産
鑑
定
等
に
基
づ
き
、

街
路
ご
と
に
、
沿
接
す
る
標
準
的

な
宅
地
等
の
価
格
を
表
す
路
線
価

を
付
設
し
、
こ
の
路
線
価
を
利
用

し
て
、
画
地
計
算
法
に
よ
り
各
筆

の
評
価
額
を
計
算
す
る
も
の
で
、

よ
り
一
層
適
正
で
均
衡
の
と
れ
た

評
価
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

路
線
価
の
公
開

付
設
さ
れ
た
路
線
価
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
評
価
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
資
産
税
係

箇
九
六
四
l

二
O
O

一
閃

と
も
に
、
市
町
村
聞
の
評
価
の
均

衡
化
、
適
正
化
に
資
す
る
目
的
で

路
線
価
図
と
し
て
本
年
五
月
一
日

か
ら
税
務
課
窓
口
で
広
く
一
般
に

公
開
す
る
予
定
で
す
。
閲
覧
は
無

料
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。

課
税
明
細
書
の
送
付

納
税
義
務
者
ご
と
の
路
線
価
方

式
に
よ
る
宅
地
等
の

-評
価
額
は
、

五
月
の
納
税
通
知
に
添
え
て
本
年

か
ら
お
送
り
す
る
課
税
明
細
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
課
税
明
細
書
は
、
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
課
税
資
産
(
土
地
・
家

屋
)
の
詳
細
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
き
、
併
せ
て
課
税
上
の
誤
り

を
防
止
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る

も
の
で
、
表
示
事
項
は
、
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
家
屋
の
種

類
、
床
面
積
、
構
造
、
建
築
年
、

特
例
適
用
の
有
無
、
評
価
額
、
課

税
標
準
額
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

課
税
明
細
書
を
ご
覧
に
な
っ
て

ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
早
め
に
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
下

支
」
い
。

適
切
な
税
負
担
の
調
整

前
回
の
評
価
替
え
か
ら
、

土
地

評
価
額
の
上
昇
に
伴
い
、
税
負
担

が
急
激
に
増
加
し
な
い
よ
う
毎

年
、
負
担
調
整
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
九
年
度
以
降
も
、

地
方
税
法
上
の
措
置
に
よ
り
、
な

だ
ら
か
な
税
額
の
増
加
と
な
る
よ

う
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
路
線
価
方
式
へ
の
移
行

に
よ
り
、
評
価
の
基
準
と
な
る
標

準
地
の
増
設
と
区
域
設
定
の
見
直

し
を
し
た
関
係
上
、
個
々
の
土
地

で
は
評
価
替
え
前
と
後
で
、
評
価

額
に
差
異
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
場
合
で
も
前
記
の
貴

担
調
整
措
置
に
よ
り
、
無
理
の
な

い
負
担
と
な
る
よ
う
調
整
を
図
り

ま
す
。

家
屋
の
評
価
替
え

土
地
と
と
も
に
家
屋
に
つ
い
て

路線価・画地計算(例)

1 ~~/ ーーーー想定象形地
1/ 

その他の街路路線価50.000円/ m'
主要路線に対する 1
街路条件 l それぞれの格差を
交通接近条件 〉数量的に求める。
環境条件 160 ， 000問 X O . 83(格差率)
行政的条件 ) :;50 . 000円

も
、
建
築
資
材
の
価
格
変
動
等
に

対
応
し
て
、
評
価
の
見
直
し
を
実

施
し
ま
す
。

家
屋
の
評
価
替
え
の
基
本
的
な

方
法
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
評
価
替
え
で

は
、
建
築
資
材
等
の
価
格
下
落
に

よ
り
、
二
疋
の
家
屋
に
つ
い
て
の

評
価
額
の
下
降
が
見
込
ま
れ
ま

す
。固

定
資
産
税
の
免
税
点

同
一
人
が
所
有
す
る
土
地
、
家

屋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
の

合
計
が
土
地
で
は
三
十
万
円
、
家

屋
で
は
二
十
万
円
に
満
た
な
い
場

合
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
っ
て
や
・

お知らせ

-
固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年

一

月
一
日
現
在
、
土
地
家
屋
、

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人

が
、
そ
の
資
産
が
あ
る
市
町

村
に
、
そ
の
資
産
価
値
に
応

じ
て
納
め
る
税
で
す
。

-
固
定
資
産
税
は
、
町
税
収
入

の
刊
%
を
占
め
、
町
民
税
と

と
も
に
町
財
政
の
大
切
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
期
間
変
更
(
予
定
)

平
成
九
年
度
は
、
地
方
税
法

の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
前
回
の
基
準
年
度
と

同
様
、
一
か
月
遅
れ
の
四
月
一

日
か
ら
と
な
る
見
込
み
で
す
。

-奥行価格補正

426(地積)
奥行距離--- :~.-='-"__~.. ， 28.4 

15 (間口距離)

想定整形地の奥行距離を限度28m

28mの補正率0.98

・関口狭少補正

8m以上の補正率l. 00

・不整形地補正

ω3-426(評価対象地の地積)
ー 38%693 (想定整形地の地積)

蔭地割合38%の補正$0.94

・ 1m'当たり評点数

50 ,000 x 0 . 98 x 1. 00 x 0 . 94 = 46 ,060 
・評点数

46 ,060 x 426 (地積) =19 ,621 ,560 
・評価額

19 ， 62 1 ， 560円

/補正についてはこのほかにも条件によ っ て、

1各種の補正があります。 ，

蔭I也害lJ合



新しい保障涯を要111.，た5'"

首11金①住所、 氏名、生年月

日などに誤りガないか

確かめましよう。

国
民
健
康
保
険
証

の

書
き
替
え
のお

知
ら
せ

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
の

保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②裏面の注意事頂をよ

く読んでおきましよう。

芦昭ら令a
'¥. ~~実

③保険証の記号、 番号

を確認して、 忘れずに

記録しておきましよう。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末
日

ま
で
に
該
当
す
る
世
帯
ご
と
に
郵

便
に
て
お
送
り
し
ま
す

。

期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
役

場
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い

。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資

格
喪
失
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
行

っ

て
下
さ
い

。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
課
国

保
係
ま
で

。

国
九
六
四
|

二
O
O

一
間

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま

す
。

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
・
学

生
な
ど
第
一
号
被
保
険
者
及
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

カ

皆
さ
ん
が
将
来
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち

ん
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

納
め
な
い
ま
ま
で
放
っ
て
お
く

と
、
老
後
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

万
一
の
場
合
に
も
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「

保
険

料
を
か
け
て
も
:
・
」
と
か

「
今
の

う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え
な
ん
か

・
」

と

言
わ
ず
、
家
族
の
将
来
を

考
え
て
納
め
忘
れ
の
あ
る
保
険
料

は
今
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う

。

O

四
月

か
ら

一
万
二
千
八
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

九
年
四
月
か
ら

一
万
二
千
八
百
円

に
な
り
ま
す
。

O

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

前
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
引
き
さ
れ
有
利
に
な
る

ば
か
り
で
な
く

、

何
か
と
忙
し
い

方
に
は
、
手
聞
が
省
け
納
め
忘
れ

も
な
く
な
り
ま
す
。

O

保
険
料
の
口
振
制
度

あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
か
ら
、
毎
月
、
自
動
的
に
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す

。

O

納
付
組
織

の
利
用

納
税
組
合

に
加
入
す
る

と
納
め
忘
れ

が
あ
り
ま
せ

ん
。

詳
し
く

は
、
役
場
福

祉
課
の
国
民

年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い

。

毎月 納めた場合 前納した場合 割引 きされる額

定 額保険 料
153 ，600円 149 ， 890円 3.7 10円(毎月 1 2，800円 )

定額+付加保険料
158 ， 400円 154 ，570円 3 ，830円(毎月 1 3， 200円 )

例
年
こ
の
時
期
は
、
小
学
校

三
年
生
の
社
会
科
で

「
昔
の
生

活
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す

。

歴
民
も
合
わ
せ
て
の
展
示
。

重
信
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ

ン
タ
ー

全
員
森
年
生
さ
ん
の
腕

で
見
事
に
よ
み
が
え
っ
た

「

や

ぐ
ら

」
と

「
引
き
臼

」

で
、
米

つ
き
や
粉
引
き
の
体
験
も
。

小
学
校
三
年
生
の
た
め
の

少
し
昔
の
学
校と
く
ら

し
展

三
月
十
八
固
ま
で

「
や
ぐ

ら

L

の
米
つ
き
を
今
の

子
が
つ
け
る
か
ど
う
か
:
・
。

ためしてみて〆やぐらと引きうす

〈
=
一
月
の
休
館
日v

2
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乳
幼
児
健
診
の

平
成
九
年
四
月
か
ら
、
乳
幼
児

健
診
の
対
象
が
変
わ
り
ま
す
。

乳
児
健
診
に
つ
い
て
、
現
在
四
・

七
・
十
ヶ
月
児
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
満
四
ヶ
月
児
の
み
を
対

象
と
し
ま
す
。
対
象
人
数
を
少
な

く
す
る
こ
と
で
、
待
ち
時
間
を
短

く
し
、
診
察
や
相
談
に
十
分
時
間

を
と
り
、
保
護
者
の
方
の
ご
質
問

等
に
応
じ
ま
す
。

十
ヶ
月
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
乳
児
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

四
ヶ
月
か
ら
十
ヶ
月
の
聞
に

は
、
礼
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

を
利
用
し
て
病
院
で
の
個
別
健
診

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

雷
九
六
四
|
四
一
七

O

ま
た
は冨

九
六
四
|

二
O
O

一
附

(
内
線
一
二
一
一
・
一
二
一
一
一)

-圃・・

部
変
更
に
つ
い
て

を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
発
行
し
て
い
る
、

妊
婦
・
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診

票
は
、
四
月
一
日
よ
り
使
用
方
法

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
四
月
以
降

対
象
者
に
は
通
知
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
三
歳
児
健
診
の
対
象
が
、

三
歳
六
・
七
ヶ
月
児
と
な
り
ま
す
。

平
成
六
年
一
月
生
ま
れ
の
お
子
さ

ん
は
、
平
成
九
年
八
月
に
実
施
の

三
歳
児
健
診
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

健
診
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
保
健
婦
室
ま
で
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

昨
年
十
二
月
下
旬
か
ら
全
県
下

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
の

流
行
の
兆
し
が
み
ら
れ
、
今
年
に

入
り
さ
ら
に
上
昇
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
流
行
を
予
測
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

注
意
が
必
要
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
帰
宅
後
の
手
洗
い
、
、
つ
が
い

の
励
行
、
ま
た
人
混
み
は
可

能
な
限
り
避
け
る
。

②
睡
眠
を
よ
く
と
り
、
暴
飲
暴

食
を
せ
ず
、
休
養
を
と
る
。

③
部
屋
の
換
気
を
行
う
と
と
も

に
温
度
・
湿
度
を
保
つ
。

④
幼
児
・
高
齢
者
は
、
長
引
く

と
肺
炎
な
ど
重
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
か
ぜ
の

症
状
が
で
れ
ば
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
す
る
。

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で
あ
り
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す

る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
と

よ
く
相
談
の
上
で
、
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

参
考

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

国
立
予
防
衛
生
研
究
所
に
よ
れ
ば
、

現
在
流
行
し
て
い
る

A

香
港
型

の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
今
年
生
産

さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
成
分
と
合
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
を
軽
く
し

た
り

、

重
篤
な
合
併
症
を
防
ぐ
効
果
が

あ
り
ま
す
。

現
在
ま
で
に
例
年
よ
り
多
く
の
感
染

者
数
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
流
行

が
続
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
六

十
五
歳
以
上
の
方
、
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
(
心
疾
患
、
肺
疾
患
、
腎
疾
患
な
ど
)

は
、
か
か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
の
う

え
、
早
め
に
接
穫
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
お

よ
そ
一
l

四
週
間
の
間
隔
を
置
い
て
二

回
接
種
を
行
い
ま
す
が
、
大
人
で
あ
れ

ば
過
去
の
A
香
港
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
時
の
免
疫
を
有
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
一
回
の
接
種
で
あ
っ
て
も
一
週

間
程
度
で
追
加
免
疫
効
果
が
期
待
で
き

る
と
い
う
専
門
家
の
意
見
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
回
の
流
行
に
お
い
て
は
、
ま
ず

は
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
他
の
か
ぜ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
普
通
感
冒
を
防
止
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
去
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
の
あ

る
人
な
ど
に
は
接
種
を
勧
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
接
種
時
に
は
医
師
と
十
分
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
一
月
十
九
日
j

三
十
一
日
の

問
、
年
度
未
図
書
整
理
の
た
め
、

休
館
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

〈
新
刊
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
〉

。

神
々
の
指
紋
(
上
・
下
)
|
グ

ラ
ハ
ム
ハ
ン
コ
ッ
ク

O

脳
内
革

命
(
1
・

2
)
|
春
山
茂
雄
O

猿

岩
石
日
記
(
p
a
r
t
-
-
2
)

l

猿
岩
石
O

「
E
Q

」
l

こ
こ

ろ
の
知
能
指
数
l

ダ
ニ
エ
ル
・

ゴ
l

ル
マ
ン
O

「
超L
勉
強
法

l

野
口
悠
紀
雄
O

職
人
|
永
六

輔
O

不
機
嫌
な
果
実
l
林
真
理

子
O

レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
!

村
上
春
樹

〈
話
題
の
本
〉

O

よ
み
が
え
る
百
舌

l

逢
坂
剛

O

フ
ル
ハ
ウ
ス
l

柳
美
里
O

恋

と
女
の
日
本
文
学
l
丸
谷
才
一

O

南
国
に
日
は
落
ち
て

|
マ
ヌ

エ
ル
・
プ
イ
グ
O

酒
国
l

莫
言

。
季
節
の
記
憶
l

保
坂
和
志
O

字
通
!
白
川
静
香

〈
一
-
一
月
の
休
館
日
v
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女

文
化
講
演
会
開
催

「
悪
口
歌
」
と
「
は
ね
つ
け
歌
」

一
月
十
一
日
、
「
悪
口
歌
」
と
「
は

ね
つ
け
歌
」
上
代
歌
謡
か
ら
万

葉
集
へ
と
題
し
て
、
済
美
高
校
教

諭
竹
田
美
喜
先
生
に
よ
る
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

万
葉
集
以
前
の
文
字
を
持
た
な

い
時
代
に
は
、
男
女
の
思
い
は
歌

声
に
託
さ
れ
た
。
言
葉
に
霊
の
力
、

言
霊
を
信
じ
る
彼
ら
の
歌
声
は
、

農
作
業
や
猟
の
共
同
生
活
体
の
紳

を
強
め
る
と
共
に
、
共
有
す
る
思

い
を
発
露
す
る
手
段
で
も
あ
っ

た
。
特
に
春
と
秋
に
は
山
野
に
遊

び
、
そ
の
歌
声
で
伴
侶
を
得
た
。

そ
の
集
い
を
歌
垣
、
耀
歌
会
と
い

い
、
互
い
に
歌
を
掛
け
合
っ
た
の

で
あ
る
。
「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」

「
万
葉
集
」
初
期
の
歌
謡
が
そ
れ

で
あ
る
。
男
た
ち
の
誘
い
歌
に
娘

た
ち
は
は
ね
つ
け
歌
で
拒
否
す

'性

塾

る
。
求
婚
す
る
男
を
避
け
、
野
山

に
逃
げ
て
隠
れ
る
隠
り
妻
(
古
代

婚
)
の
風
習
が
歌
垣
の
場
の
歌
の

応
酬
に
残
っ
て
い
る
。
誘
い
歌
の

中
で
、
相
手
を
怒
ら
せ
て
気
を
引

こ
う
と
す
る
の
が
悪
口
歌
で
、
娘

を
い
じ
め
、
や
ゆ
し
て
振
り
向
か

せ
よ
う
と
す
る
。
悪
口
で
な
い
悪

口
歌
、
は
ね
つ
け
で
な
い
は
ね
つ

け
歌
で
、
微
妙
な
心
の
綾
を
大
ら

か
に
表
現
し
た
上
代
の
男
女
の
思

い
の
駆
け
引
き
を
表
わ
す
手
法

を
、
興
味
深
く
学
び
ま
し
た
。

(
塾
生

Y
-
A
)

女性塾生募集
重信町の環境・福祉・文化を見つめ、共に学ぴ、

語り実践活動をしています。私たちと一緒に

町づくり・仲間づくりをしませんか。

申し込み先役場町民課(女性塾事務局)

冨964-2001(ffi 内線231

申し込み締切日 4月 10 日

婦

人

4-
Z玄

不
用
晶
情
報
登
録
制
度

地
域
に
根
ざ
し
、
ま
た
地
域
と

連
携
し
、
そ
の
生
活
環
境
を
良
く

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
婦

人
会
で
は
、
そ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
度
、
各
家
庭
で
不
要
に
な

っ
た
が
、
ま
だ
十
分
使
用
出
来
る

品
物
を
、
有
効
に
再
利
用
す
る
「
譲

り
ま
す
」
「
譲
っ
て
下
さ
い
」
の
制

度
を
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

応
募
方
法

各
地
区
の
支
部
長
宅
ま
た
は
町

民
会
館
ロ
ビ
l

に
置
い
て
あ
る

用
紙
に
記
入
し
、
支
部
長
ま
で

提
出
す
る
か
ま
た
は
町
民
会
館

に
備
え
付
け
の
箱
に
入
れ
て
下

さ
い
。
(
郵
送
で
も
結
構
で
す
。
)

O

応
募
が
一
定
の
件
数
に
達
し
ま

し
た
ら
、
随
時
一
覧
表
に
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O

交
渉
は
、
提
供
者
と
引
取
り
者

相
互
に
、
責
任
を
も
っ
て
話
し

合
っ
て
下
さ
い
。

O

交
渉
が
ま
と
ま

っ
た
場
合
は
、

一
覧
表
か
ら
削
除
し
ま
す
の
で
、

町
教
育
委
員
会
女
性
教
育
担
当

係
ま
で
お
知
ら
せ
下
き
い
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ
の

減
量
と
環
境
保
全
を
目
的
と
し

て
、
私
達
の
交
流
が
広
が
り
、
物

を
大
切
に
す
る
心
が
ふ
く
ら
む
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

共
に
多
く
の
情
報
、
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
婦
人
会
環
境
部
長
K

・

W
)

く登録カード〉

譲りますカード

名前 ~ 大字
品物

品物の概要や特徴

譲ってくださいカード

名前 大宇

品物

品物の概要や特徴

国
際
交
流
サ

ロ

‘ ;,; 

イ
ン
ド
を
ま
な
ぶ

一
一
月
十
二
日
、
イ
ン
ド
か
ら
来

日
中
の
サ
ム
ソ
ン
・
ネ
ハ
ル
・
ベ

ゴ
ン
き
ん
を
迎
え
、
国
際
交
流
サ

ロ
ン
が
聞
か
れ
ま
し
た

。
鴬
色
の

シ
ッ
ク
な
サ
リ

1

に
身
を
包
ん
だ

通
称
「
ヒ
ラ
」

さ
ん
は
、
日
本
の

印
象
や
、
イ
ン
ド
の
教
育
、
宗
教
、

食
物
等
に
つ
い
て
流
暢
な
日
本
語

で
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

、
サ
リ
ー
や
民
族
衣
装
の

試
着
も
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
重
信
町
は
大
好
き
だ

そ
う
で
す
が
、
情
報
交
換
の
場
所
が

な
い
事
や
、
い
つ
ま
で
も
お
年
寄

り
を
大
切
に
す
る
イ
ン
ド
と
日
本

の
違
い
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

考
え
さ
せ
ら
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

(
全
員
稲
月
美
知
子
)



B 

、E

2月 2目、時折雪が降り寒風が吹く悪天候の中、第19回重信町健旗マ
ソン大会、第22田町民体力づくり 400歳駅伝大会(選手 10人の合計年齢 ー
が400歳以上)が約 1 ，000人の参加で行われました。
成績は次の通りです。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

国
九
六
四
ー

一
五
O
O
刊

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

小
学
生
男
子

ベ
ス
ト

タ
イ
ム
賞

第
二
位

第
三
位

小
学
生
女
子

ベ
ス
ト
タ
イ
ム

賞

第

二

位

第
三
位

中
学
生
男
子

ベ
ス
ト

タ
イ
ム
賞

中
学
生
女
子

ベ
ス
ト
タ
イ
ム

賞

一
般
男
子

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
賞

一
般
女
子

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
賞

上宮原
田田

直
彰

血
目
玉
口

昇
平

高
市
し
お
り

安
井
祥
子

平
井
里
枝

門
屋

剛
史

西

美
代
子

高
須
賀

三
瀬
い
ず
み

4
0
0

歳
駅
伝
大
会

〈
分
館
対
抗
〉

優
勝
準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
住

第
六
位

第
七
位

第
八
位

第
九
位

第
十
位

第
十
一
位

第
十
二
位

第
十
三
住

第
十
四
住

西
岡
分
館

横
河
原
分
館

樋
口
分
館

見
奈
良
分
館

上
林
分
館

八
反
地
分
館

田
・
窪
分
館

下
林
分
館

志
津
川
分
館

新
村
分
館

上
村
分
館

牛
測
分
館

南
野
田
分
館

堀
池
分
館

靖

〈
チ
ー
ム
対
抗
〉

連勝の横河原分館に 17秒の差て・勝った西岡介館チーム

第第第第第第第第第第第第第第第第 E可否第第第第第第第第第準優

一一一一一一一一 二 十十十十十十十十十
十十十十十十十十 十九八七六五四三 f憂
八七六五四三二一十九八七六五[CJ三 二 一
位位位位位位位位位位 位位位位位位位位位位位位 位位位位勝勝

西
岡

横
河
原
レy
ド

R
U
ラ
ン
ナ
ー
ズ

樋
口

見
奈
良A

上
林

八
反
地

田
窪

下
林A

横
河
原
ブ
ラyク

志
津川

持
川+
1

a
唱作
品f

重
信
中
学
校
教
員

第
一
養
護
学
校
教
員

上
村

見
奈
良B

牛
湖

南
吉
弁
小
学
校

拝
志
ス
ポー
ツ
少
年
団A

北
小
五
年
竹
組
き
わ
や
か
チ
l

ム

南
野
田

堀
池

下
林B

横
河
原
ブ
ル
!

拝
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B

拝
志
ス
ポー
ツ
少
年
団
パ
ス
ケ

下
林C

見
奈
良C

〈
部
活
動
対
抗
〉

倫
切
白
切

優
勝
バ
ス
ケ
ッ
ト

A

優
勝
陸
上
部

準
優
勝
陸
上
部
準
優
勝
バ
ス
ケ
ッ
トA

第
三
位
バ
ス
ケ
ッ
ト
B

第
三
位
バレ
l
A

日
時

主場
催所重

信
少
年
少
女
合
唱
団
で

は
、
合
唱
指
導
を
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集

し
て
お
り
ま
す

。

練
習
日
は
、
毎
週
土
曜
日
(
午

後
二
時
三
十
分
1

四
時
ま
で
、

第
二
・
四
土
曜
日
は
午
前
九
時

三
十
分
i

十
一
時
ま
で
)
と
な

っ
て
お
り
ま
す

。

歌
と
子
供
が
好
き
で
、
指
導

に
意
欲
の
あ
る
方
、
経
験
・
資

格
は
聞
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
橋
本
)



福

寿

平
成
八
年
度
福
寿
大
学
は
、
十

三
回
開
催
さ
れ
、
去
る
二
月
三
日

開
講
式
が
あ
り
、
高
橋
教
育
長
か

ら
修
了
証
を
い
た
だ
き
、
町
ご
当

局
の
ご
配
慮
に
対
し
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

町
民
会
館
で
の
講
師
の
先
生
方

の
講
話
も
誠
に
結
構
で
随
分
勉
強

に
な
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て

見
て
何
よ
り
も
楽
し
く
、
有
意
義

で
あ
っ
た
の
は
、
高
知
方
面
へ
の

研
修
旅
行
と
、
「

瀬
戸
風
峠
へ
の

道
」
の
歩
こ
う
全
で
し
た
。

十
月
十
五
日
、
四
十
名
の
受
講

生
が
パ
ス
で
高
知
県
立
美
術
館
と

マ
-d

d一 大

参

尚
子

楽しかった瀬戸風峠への道

オ
ル
ゴ
ー
ル
館
そ
れ
に
西
島
農
園

を
見
学
し
ま
し
た
。

高
知
県
立
美
術
館
は
市
街
地
を

少
し
離
れ
た
田
園
地
帯
の
広
大
な

敷
地
の
中
に
黒
を
基
調
に
し
た
建

造
物
が
、
周
囲
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
池
の
水
面
に
映
え
、
抜
群
の
環

境
の
中
に
建
っ
て
い
る
偉
容
に
ま

ず
驚
き
ま
し
た
。
館
内
で
は
フ
ラ

ン
ス
の
画
家
、
シ
ャ
ガ

l

ル
の
特

別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
な
ど
は
観
賞
眼
も
な
く
、

た
だ
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
ぐ
ら

い
で
し
た
。
そ
の
後
オ
ル
ゴ
ー

ル

資
料
館
と
西
島
農
園
を
見
学
し
、

心
に
残
る
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

ま
た
、
「

瀬
戸
風
峠
へ
の
道
」
は
、

五
明
小
学
校
か
ら
石
手
寺
ま
で
十

一
キ
ロ

の
道
程
を
歩
く
も
の
で
し

た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
は
、
本

当
に
楽
し
く
も
あ
り
、
ま
た
苦
し

い
一
日
で
し
た
。
で
も
太
平
洋
戦

争
で
南
方
ビ
ル
マ
方
面
に
出
征

し
、
虎
が
生
息
す
る
と
い
う
ア
ラ

カ
ン
山
脈
を
往
復
行
軍
し
た
経
験

か
ら
歩
け
る
だ
ろ
う
と
参
加
し
ま

し
た
が
、
若
い
元
気
な
女
性
の
方

の
よ
う
に
は
歩

け
ず

、

遅
れ
が
ち

に
な
る
度
に
、
皆
き
ん
が
「
大
丈

夫
で
す
よ
」
と
励
ま

し
て
下
き
り
、

カ日

し

て高
知
・

西
島
農
園

そ
れ
で
も
貰
色
く
な
っ
た
蜜
柑
や

紅
葉
の
山
、
収
穫
の
終
わ
っ
た
ブ

ド
ウ
の
棚
等
素
晴
ら
し
い
景
色
を

賞
で
な
が
ら
、
石
手
寺
の
門
を
く

ぐ
っ
た
時
は
本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま

l
ν
h
~
。

当
日

ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
清

家
先
生
は
じ
め
、
ご
一
緒
下
さ
っ

て
何
か
と
元
気
づ
け
て
下
さ
い
ま

し
た
受
講
生
の
皆
様
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
、
今
後
も
楽
し
い
福

寿
大
学
で
大
勢
の
高
齢
者
が
受
講

さ
れ
ま

す
こ
と

を
希
望
い
た
し

ま

す
。

(
田窪

大
西

事
)

「
自
然
探
訪
」
会
員
募
集

平
成
七
・

八
年
と
二
年
間
に
わ

た
っ
て
好
評
の
う
ち
に
開
催
さ
れ

た
自
然
探
訪
ス
ク
ー
ル
が
、
四
月

か
ら
自
主
活
動
教
室
「

自
然
探
訪
」

と

し

て
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
広

く
会
員
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま

す
。春

告
鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
、
春

の
妖
精
カ
タ
ク
リ
を
求
め
て
残

雪

ま
ぶ
し
き
早
春
の
野
山
に
始
ま

り
、
風
薫
り
新
緑
映
え
る
青
葉
若

葉
に
彩
ら
れ
た
初
夏
の
高
原
、
緑

陰
に
涼
を
求
め
る
夏
の
遊
歩
道
、

紅
葉
燃
ゆ
る
秋
の
山
深
き
渓
谷
、

霧
氷
輝
く
冬
の
皿
ヶ
嶺
な
ど
、
四

季
折
々
の
自
然
の
息
吹
を
満
喫

し
、
明
日
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
糧
を

求
め
て
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん

A
M
 

例
会

内
容

月
一
回
実
施

軽
登
山
及
び
四
国

の
み
ち

(四
国
自
然
歩
道
)
散
策

年
会
費

三
0
0
0

円

(
保
険
代
・

交
通
費
等
別
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(門
田
)

申
込
締
切

三
月
二
十
八
日
働

「
ヘl
ル
・
ポ
ッ
プ
す
い
星
」

観
測
会

へールポップすい星
(2月 10 日松山市菅沢町で撮影)

昨
年
三
月
に
地
球
へ
接
近
し
た

「

百
武
す
い
星
L

を
覚
え
て
い
ま

す
か
?
今
度
は
、

「

へ
l

ル
ボ
ツ

プ
す
い
星
」

が
接
近
し
、
三
月
下

旬
頃
か
ら
は
、
日
没
後
北
西
の
空

に
低
く
見
え
始
め
ま
す

。

八
十
ミ
リ
屈
折
式
天
体
望
遠
鏡

に
よ
る
観
測
会
を
次
に
よ
り
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下

さ
い
。
(
雨
天
の
場
合
は
館
内
で
学
習
)

日
時

三
月
二
十
八
日
働

午
後
六
時
三
十
分
1

八
時

会
場

町
民
会
館
前
駐
車
場

募
集
人
数

三
十
名
(先
着
順
)

講
師

四
国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

参
加
費
無
料

申
し
込
み
締
切

三
月
十
九
日
嗣

申
し
込
み
先教育

委
員
会
社
会
教
育
課

重
信
町
教
育
委
員
会

主
催



10 

第
8

固
「
人
権
を
悟
る
集
い
」
よ
り
③

『
映
画
「
学
校
H」
を
見
て

考
え
た
こ
と
』

重
信
中
学
校
三
年

山
下
梓先
日
私

'''v 

rh
'

は
、
母
と

一

れ

緒
に
「
学
校

苛
4
4
E

」
と
い
う

イて

映
画
を
見
に

、

行
き
ま
し

た
。
去
年
、
父
と
一
緒
に
「
学
校
」

と
い
う
映
画
を
見
に
行
き

、

と
て

も
感
動
し
た
の
で

、

今
年
も
見
に

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た

。

「
学
校H
」
で
は
、
養
護
学
校
が

舞
台
で
し
た
。

こ
の
映
画
で
は
、
自
分
自
身
の

行
動
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
多
く

の
シ
ョ

ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

排
世
物
の
処
理
を
自
分
で
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
生
徒
の
お
尻
を

養
護
学
校
の
先
生
が
拭
い
た
り
、

後
始
末
を
し
た
り
、
そ
れ
を
何
回

も
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
目
を

背
け
た
く
な
り
ま
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
も
赤

ち
ゃ
ん
の
時
に
は
、
家
族
や
周
囲

に
支
え
ら
れ
て
、
少
し
ず
つ
排
世

物
の
処
理
や
身
の
回
り
の
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
に
す
ぎ
ま

せ
ん

。

映
画
で
見
た
養
護
学
校

の

生
徒
は
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
成

長
し
て
い
る
だ
け
な
の
だ
と
思
い

ま
す

。

私
の
母
は
、
そ
の
よ
う
な

子
ど
も
達
に
関
心
を
持
ち
、
週
に

一
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
帰

っ
て
く
る

と
、

う
れ
し
そ
う
に
そ
の

子
ど
も

達
の
こ
と
を
話
し
ま
す

。

母
か
ら
聞
い
て
、
私
が
一
番
考

え
き
さ
れ
た
話
は
、
車
椅
子
を
使

い
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
行

っ
た

男
の
子
が
、
そ
の
ス
ー
パ
ー
の
中

で
車
椅
子
を
使
っ
て
い
る
別
の
施

設
の
女
の
子
に
会
え
て
、
興
奮
し

て
い
た
と
い
う
話
で
し
た
。

私
達
と
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で

す
。
恋
も
す
る
し
、
う
れ
し
い
こ

と
、
悲
し
い
ニ
と
も
あ
る
の
で
す
。

伝
え
た
い
こ
と
、
や
り
た
い
こ

と
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。
私
は
小
学
生
の
時
、
孤
立

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
、
今
、
友
達
に
固
ま
れ

て
い
る
と
、
そ
の
時
の
気
持
ち
を

忘
れ
て
し
ま
い
、
仲
間
は
ず
し
を

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
障
害
」
を
持
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
偏
見
な
ど
は
持
た
な

い
と
心
に
決
め
て
い
る
の
に
、
無

意
識
の
う
ち
に
避
け
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

す
。
最
近
は
、
受
験
や
勉
強
の
こ

と
が
気
に
な
っ
て
神
経
質
に
な

り
、
友
達
に
さ
え
あ
た
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

こ
ん
な
自
分
は
嫌
い
な
の
に
、

こ
ん
な
の
は
私
で
は
な
い

、

私
は

こ
ん
な
自
分
を
望
ん
で
い
な
い

。

そ
う
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
心
と

行
動
の
矛
盾
が
分
か
る
私
に
は

、

母
や
そ
の
子
ど
も
達
が
う
ら
や
ま

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

。

心
の
豊
か
さ
や
温
か
さ
、
優
し

き
。

そ
れ
を
、
母
や
障
害
を
持
っ
て

い
る
子
ど
も
達
か
ら
感
じ
ま
す

。

母
が
家
に
招
待
し
た
女
の
子

は
、
初
対
面
の
私
に
対
し
て
素
直

に
気
持
ち
を
表
現
し
、
帰
り
に
は

に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
、

私
を
温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
そ
う
い
う
人
に

な
り
た
い
の
で
す
。

見
栄
や
世
間
体
と
い
っ
た
格
好

を
つ
け
ず
、
素
直
に
気
持
ち
を
表

現
し
た
い
し
、
人
に
優
し
い
気
持

ち
に
で
き
る
人
に
な
り
た
い
の
で

す
。
私
は
心
の
底
か
ら
、
母
や
そ

の
子
ど
も
達
の
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す

。

(
紙
面
的
都
合
で

、

一
部
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

J

い
じ
め
は
、
自
ら
の
欲
求
不
満

を
、
自
分
と
同
じ
で
な
い
対
象
に

ぶ
つ
け
る
行
為
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
同
じ
で
な
い
子
が
い
じ
め

ら
れ
る
の
は
、
価
値
の
画
一
化
と

横
並
び
志
向
と
い
う
大
入
社
会
が

生
み
出
し
た
も
の
な
の
で
す

。

こ
れ
ま
で
、
親
や
教
師
は
、
あ

る
価
値
尺
度
を
定
め
、
そ
れ
を
基

準
に
し
て
子
供
を
理
解
し
、
指
導

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
性

重
視
が
『

原
則
』

で
あ
る
と

言
わ

れ
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
子
供

の
中
か
ら
、
他
と
違
っ
た
思
い
も

よ
ら
な
い
も
の
を
発
見
し
、
そ
れ

に
感
動
し
、
子
供
と
共
に
そ
れ
を

喜
び
合
う
と
い
う
姿
勢
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
理
解
・
指
導
か

ら
発
見
・
感
動
へ
の
発
想
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す

。

そ
の
た
め
に
は
、
大
人
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
子
供
た
ち
の

見
え
る
位
置
に
自
ら
を
置
く
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
世
の
中
は
急
速
に
、

子
供
の
姿
の
見
え
に
く
い
生
活
環

境
に
な
っ
て
き
ま
し
た

。

子
供
は

個
室
に
、
父
は
会
社
に
、
教
師
は

パ
ソ
コ
ン
の
前
に
、
外
出
は
自
家

用
車
で
と
い
っ
た
状
態
で
す
。
勉

象
的
日

強
部
屋
の
子
供
の
姿
は
見
え
ま
せ

ん
し
、
自
動
車
か
ら
は
子
供
に
声

が
掛
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

子
供
の
よ
さ
の
見
え
る
住
置
に

自
ら
を
ど
う
置
く
か
と
い
う
こ
と

は
、
い
じ
め
発
見
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在
り

方
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で

す
。

最
近
は
、
町
内
で
も
、P
T
A

や

地
域
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、

子
供
た
ち
の
た
め
の
行
事
や
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、
今
後
は
、
日
常
の

生
活
の
中
に
子
供
と
大
人
の
触
れ

合
う
機
会
を
多
く
し
た
い
も
の
で

す
。
特
別
の
日
の
仰
々
し
い
活
動

よ
り
も
、
普
段
の
日
に
そ
れ
と
な

く
触
れ
合
い
、
声
を
交
わ
す
こ
と

の
方
が
、
子
供
の
よ
さ
の
発
見
に

大
き
な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
先
生

方
、
そ
し
て
町
内
す
べ
て
の
地
域

の
皆
さ
ん
、
子
供
た
ち
に
『
生
き

る
力
』

を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

に
、
子
供
た
ち
の
見
え
る
位
置
に

身
を
置
き
、
触
れ
合
い
、
声
掛
け

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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農地の貸し借り』「安iC"です
~農業経営基盤強化促進事業~

聾
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
事
業
っ
て
?

こ
の
事
業
は
、
作
れ
な
い
農
地

を
担
い
手
農
家
に
貸
し
て
、
農
地

の
有
効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

、

昭
和

五
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
(
平
成
五
年
八
月
二
日
「
農
用

地
利
用
増
進
事
業
」
か
ら
「
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
」
に
名

称
変
更
)

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地
の

貸
借
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
利
用
す

れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で
賃
借
権

等
を
設
定
で
き
、
約
束
の
期
限
が

く
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を
支
払
う

こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て
も
ら
え

ま
す

。
詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
事
業
の
利
用
促
進
の
た
め

に
、
各
地
区
に
農
地
流
動
化
推
進

員
が
い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

農
地
の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い

。

一
、
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の

農
地

二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権
、
所
有
権

=
一
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

特
に
な
し

回
、
借
り
手
の
資
格
要
件

借
り
た
農
地
を
含
め
て
、
経
営

面
積
が
印
a

以
上
に
な
り
、
且
つ

そ
の
農
地
を
有
効
に
利
用
し
て
耕

作
を
行
、
つ
人

玉
、
貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合

い
に
よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す。

金
銭
以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し
た
額
が
標
準
小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す

。

標
準
小
作
料
(
m
a
当
た
り
)

上
田
二
五
、

0
0
0

円

中
田
二
二
、

0
0
0

円

下
回
一
四
、

0
0
0

円

七
、
公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り

で
す

。
固
定
資
産
税
j
i
-
-

・
:

貸
し
手

水
利
費

j

i
-
-
:
:
:

借
り
手

共
済
費

:
:
j
i
-

-
:

借
り
手

八
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
農

地
法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め

簡
便
で
す

。

口
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す

。

同
契
約
期
間
中
は
、
安
心
し
て

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

九
、
申
請
手
続
等

年
ニ
園
、
六
月
一
日
と
十
一
月

一
日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

す
。

そ
れ
ぞ
れ
一
カ
月
前
ま
で
に

申
出
書
を
役
場
産
業
課
に
提
出
し

て
下
さ
い
。

申
出
用
紙
は
、
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。

宮
九
六
四
ー
二
O
O

一
間

内
線
四
三
三

地 区 氏 名 電話番号

山之内
山内 英彦 964-7887 

杉原 孝 964-5222 

藤岡 卓 964-2587 

樋 口 和田 隆夫 964-6675 

藤田 恒心 964-3531 

志津川
清水勝弘 964-6471 

宮倉 和泉 964-6481 

西 岡
大西 喜良 964-0661 

和田 豊重 964-6989 

見奈良
池川 尊徳 964-0720 
吉良 照幸 964-3731 

田 窪
品須賀 徳 964-8190 

渡部 勝 964-8077 

八木 里美 964-8665 

牛 沸j
露口 俊孝 964-8653 

品須賀正幸 964-0785 
山口 ，元ーもミ-~正~入- 964-3839 

南野田
樋口 正憲 964-8498 

渡部朝憲 964-8594 

池川 JiI、~ii巳tρ 964-9259 

北野田
岡多 正 964-8457 

相原 俊一 964-8391 

牧 秀宮 964-3960 

上 林
菅原 晴雄 964-8403 

山内 光 964-8904 
永井雅敏 964-5590 

森 忠能 964-2656 

下 林 森 博 964-5957 

森 長昭 964-2576 
越智 『局徳 964-0490 

上 村
石丸敏雄 964-9861 

門田 党 964-2685 
渡辺 茂 955-0222ザ勺

農 協 加藤徳昌 1/ 

川合 潤 1/ 

農地流動化推進員
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狂
犬
病
予
防
注
射

平
成
九
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
、
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。年

一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
主
の
義
務
で
す

。

(
注
射
料
二
、
九
O
O
円
程
度
)

期
間
中
に
注
射
が
で
き
な
い
場

合
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
下
さ

畜
犬
登
録
に
つ
い
て
は
、
平
成

七
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
留

意
し
て
下
さ
い
。

①
一
生
涯
に
一
回
登
録
を
行
う
。

②
生
後
九
十
日
を
経
過
し
た
犬
に

つ
い
て
登
録
を
行
う
。

③
登
録
を
受
け
た
犬
が
死
亡
し
た

と
き
、
ま
た
犬
の
所
在
地
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
、
役
場
生
活
環

境
課
ま
で
届
け
出
る
。

詳
し
く
は
、
役
場
生
活
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

雷
九
六
四
l

二
O
O

一
間

平
成
九
年
四
月
か
ら
、
「
犬
の

登
録
及
び
鑑
札
の
交
付
等
」
の

事
務
が
県
か
ら
市
町
村
へ
権
限

委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

月 日 場 I'Jr 時 間

4 月 14 日 山之内公民館 9: 50-10 : 00 
(月) 11 岡えん堤 10: 05-10: 15 

11 荒木谷ノ〈ス停 10: 20-10 : 30 
11 井口公民館 10: 35-10 : 50 
樋口公民館 11 : 00-11 : 55 
横河原一本松 13: 00-13 : 30 

11 療養所前 13: 40-14 : 20 
見奈良公民館 14 : 30-15 : 00 

4 月 15 日 横河原公民館 9:30-10:00 
(火) 志津川集会所 10 : 10-11 : 00 

|八反地集会所 11 : 10-12 : 00 
西岡集会所 13: 00-13 : 30 

h回 IJ 池之下集会所 13: 40-14 : 00 
窪公民館 14:10-14:50 

4 月 16 日 役場駐車場 9: 00-9: 50 
(水) 田窪団地集会所 10: 00-10 : 50 

田 窪公民館 11 : 00-11 : 50 
招 i也集会所 13: 00-13 : 30 
牛湖集会所 13: 40-14 : 20 
牛沸j団地31棟南東 14: 30-15 : 00 

4 月 17 日 ト播磨台団地集会所 9:30-10:10 
(木) 新村公民館 10: 20-10 : 40 

北野田公民館 10: 50-11 : 10 
南野田集会所 11 : 20-11 : 50 
上村公民館 13: 00-13 : 20 

" 上ノ段ポンプ蔵置所前 13: 30-13 : 50 
下林西の谷集会所 14: 00-14 : 20 

" 仙幸寺集会所 14 : 30-14 : 50 
4 月 1 8 臼 上林 i勇水集会所 9: 30- 日: 40 
(金) 11 中筋集荷所 9:50-10:00 

" 谷バス停 10: 10-10 : 20 
11 公民館 10: 30-10 : 50 
11 花山集会所 11 : 00-11 : 10 
11 一ノ瀬集会所 11 : 2()-11 : 40 
下林八幡集会所 13: 00-13 : 20 

" 助兼集会所 13: 30-14: 00 

" 旧拝志森林組合前 14: 10-14 : 20 

" 別府倉庫前 14: 30-14 : 50 

狂犬病予防注射日程表

犬を飼うとき

の

ルールとマナー

。
つ
な
い
で
飼
っ
て
い
ま
す
か

。

O

放
し
飼
い
は
、
事
故
に
つ
な
が

り
危
険
で
す
の
で
必
ず
つ
な
い

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

O

散
歩
の
時
も
必
ず
引
き
綱
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

O
ト
イ
レ
の
始
末
は
で
き
て

い
ま

す
か
。

O

ふ
ん
尿
は
、
自
分
の
家
の
敷

地

内
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O

散
歩
の
際
の
ふ
ん
は
、
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。
犬
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か

。

O

家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
か
わ

い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O

飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
新

し
い

飼
い
主
を
き
が
し
ま
し
ょ
う
。

O

捨
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で
す
。

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

。
不
妊
・

去
勢
手
術
を
ご
存
知
で

す
か
。

O

不
幸
な
犬
を
つ
く
ら
な
い

よ

う
、
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合

は
不
妊
・

去
勢
手
術
に
努
め
ま

し
ょ
、
つ
。

地
球
の
温
暖
化
は
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

気
温
が
上
昇
す
れ
ば
海
面
が

上
昇
し
、
陸
地
部
が
水
没
し
た

り
、
異
常
気
象
の
た
め
、
洪
水
が

発
生
し
た
り
、
水
不
足
に
見
舞

わ
れ
た
り
す
る
地
域
も
で
て
き

ま
す

。

ま
た
、
野
生
生
物
に
と

っ
て
も
そ
の
影
響
は
甚
大
な
も

の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
球
温
暖
化
の

防
止
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

次
の
こ
と
な
ど
を
心
が
け
ま
し

ト
ふ
、
つ
J
O

。

テ
レ
ビ
、
照
明
な
ど
は
こ
ま

め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
節

電
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

。

自
動
車
十
は
経
済
的
速
度
(
一

般
道
刊
回
、
高
速
道
加
同
)
を

守
り
、
急
発
進
、
急
加
速
を

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う

。

ま
た
、
不
必
要
な
ア

イ
ド
リ
ン
グ
は
し
な
い
よ
う

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O

ご
み
を
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

②宅洛匂必包&CY"..Æ泡re:J3;"Ð:早々出し芯しよう一‘みは刀. }3 IJ しteぺたノ包ヱノ"é:1~L;;/Ô~必v.;xν'"
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わ
た
し
た
ち
が
ふ
だ
ん
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
捨
て
て
い
る
ご
み
。

一
人
が
出
す
ご
み
の
量
は
ち
っ
ぽ

け
で
も
、
こ
れ
を
日
本
中
合
わ
せ

た
ら
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
平
成
五
年
度
中

に
、
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
出
さ

れ
た
一
般
廃
棄
物
(
ご
み
)
の
排
出

量
は
約
五
O
三
O
万
ト
ン

。

あ
の

大
き
な
東
京
ド
l

ム
の
約
百
三
十

五
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
も
、

総
排
出
量
は
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。あ

と
八
年
で
ご
み
の

処
分
場
は
い
っ
ぱ
い

排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
焼
却
や

埋
め
立
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
処
分
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
焼
却
後
、
埋
め
立
て

処
分
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
処
分
場
の
確
保
は
年
々
、
難

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
最
終
処

分
場
が
ご
み
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
残
り
の
年
数
は
、
全
国

平
均
で
八
年
あ
ま
り
に
迫
っ
て
い

ま
す
。

あ
と
た
っ
た
の
八
年
。
も
し
、

こ
の
ま
ま
ご
み
が
増
え
続
け
た

ら
、
二
十
一
世
紀
の
初
め
に
は
、

ご
み
を
捨
て
よ
う
に
も
ど
こ
に
も

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
社
会
が
や

っ
て
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

ご
み
の
六
割
を
占
め
る

容
器
包
装

い
た
る
所
ご
み
だ
ら
け
。
そ
ん

な
ま
ち
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

も
、
わ
た
し
た
ち
は
毎
日
出
す
ご

み
の
量
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

ま
た
、
限
り
あ
る
資
源

を
守
る
た
め
に
も
、
発
生
し
た
ご

み
を
再
び
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
こ
と
l
l
l

リ
サ
イ
ク
ル

ー
ー

が
必
要
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
出
す
ご
み
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
・
・
・
・・・飲
料

の
容
器
、
食
料
品
や
商
品
の
包
み

紙
、
よ
く
見
る
と
、
毎
日
ほ
と
ん

ど
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で

す
。
実
は
こ
の
容
器
や
包
装
材
(
容

器
包
装
)
が
、
一
般
廃
棄
物
の
約
六

割
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。
一
般

廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
た
っ

た
の

8
%
(
平
成
五
年
)
。
こ
れ
ら

が
き
ち
ん
と
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
れ

ば
、
ご
み
の
排
出
量
は
必
ず
減
る

は
ず
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
支
え

る
消
費
者
の
大
切
怠
役
割

ご
み
の
減
量

化
を
進
め
る
た

め
、
い
か
に
し
て
そ
の
多
く
を
占

め
る
容
器
包
装
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
く
か
、
ま
た
、
社
会
の
な
か

に
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
や
っ
て

つ
く
っ
て
い
く
か
。
こ
れ
を
定
め

た
の
が
、
四
月
一
日
か
ら
本
格
施

行
さ
れ
る
「

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」

で
す
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、

家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
容
器
包

装
に
つ
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
過

程
で
か
か
わ
っ
て
く
る
「
消
費
者
」

「
市
町
村
」
「
事
業
者」
三
者
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
て
い

ま
す

。

市
町
村
に
は

「
容
器
包
装

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し
た
分

別
収
集
を
行
う
L

責
任
が
、
ま
た

事
業
者
に
は

「

容
器
包
装
廃
棄
物

を
再
び
商
品
の
原
料
や
素
材
に
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
(
再
商
品
化
)
」

責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
消

費
者
に
は

「

市
町
村
の
行
う
分
別

収
集
に
協
力
す
る
」

こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ご
み
に
な
る
よ
う
な
も
の

を
購
入
し
た
り
家
庭
に
持
ち
込
ん

だ
り
し
な
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

積
極
的
に
使
用
す
る
な
ど
、
い
わ

ば
ふ
だ
ん
の
生
活
様
式
を
見
直
し

て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

〉
d
m百四

欄

三
月
は
、
卒
業
や
転
勤
な
ど

に
よ
る
引
越
し
の
時
期
で
す

。

そ
れ
と
同
時
に
、
ご
み
の
排
出

量
が
急
激
に
増
え
る
時
期
で
も

あ
り

ま

す
。
特
に
、
家
具
や
家

電
製
品
な
ど
の
組
大
ご
み
は
、

ま
だ
ま
だ
使
え
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
り

ま
す

。

ご
み
と
し
て
捨
て
る
前

に
、
知
人
に
譲
っ
た
り
、
商
品
買

取
セ
ン
タ
ー
で
引
き
取
っ
て
も

ら
う
な
ど
し
て
、
ご
み
と
し
て

出
す
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、
引
越
し
の
時
に
出
た

ご
み
も
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、

決
め
ら
れ
た
場
所
へ
、
決
め
ら

れ
た
方
法
で
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
ご
み
の
量
が
極
端
に

多
い
場
合
は
、
役
場
生
活
環
境

課
(
冨
九
六
四

l

二
O
O

一

内
線
五
五
了
五
五

二
)
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

②官15，.屯洛@与信氾〆6)%ゆ信忠@記入を忘れすに地区名・名あjの首定袋には

協
モ~ノ~~ぬ
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水
道
だ
よ
り

引
っ
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
。

転
入
、
転
出
な
ど
で
、
町
営
水

道
使
用
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
き
れ
な
い
と
、
以
前

の
使
用
者
に
料
金
が
請
求
さ
れ
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

水
道
使
用
者
が
変
わ
っ
た
時

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
印

鑑
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し
て
下

支
」
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
水
道
課

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
間

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
ヘ

車
椅
子
寄
贈

L 行 E
1 事;~

・~ -~ 刊f
':: ':l 、.!'f

t【1 ~樹 1:

i 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
八
年
度
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
の
一
部
で
、
ウ
ェ
ル
ケ
ア

重
信
へ
車
椅
子
を
寄
贈
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
車
椅
子
は
、
最
新
の

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
で
、
重
度
の

障
害
を
お
持
ち
の
お
年
寄
り
の
移

動
の
際
に
使
わ
れ
ま
す
。

改
め
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
厚

情
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

重
信
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
使
用
さ
れ
る
方
へ

緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
(
田
窪
・
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

西
)
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
都
市
整
備
課
ま
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
(
印
鑑
要
)
申
し
込
み

は
使
用
日
の
一
ヶ
月
前
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
定
期
的

に
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年

間
計
画
を
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

届
け
出
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
間

篤

附

志

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
香
典
返
し
〉

海
稲
や
す
子
(
田
窪
)
亡
夫
・
展
夫

大
野
タ
カ
(
田
窪
)
亡
夫
・
明
治

村
上
勝
義
(
上
林
)
亡
父
・
儀
一

井
門
朝
太
郎
(
牛
測
)
亡
母
・
テ
ル
ヨ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

普
及
大
会

三
月
二
十
三
日
間

午
前
九
時
1

場
所
重
信
中

学
校
体
育
館

参
加
資
格
町
内
に
居
住
ま
た

は
、
通
勤
通
学
す
る
方

。

一
チ
l

ム
九
l

十
二
名

(
試
合
は
九
人
制
で
常
時

五
名
以
上
の
女
性
が
出
場

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)

申
込
方
法
代
表
者
氏
名
・
連
絡

先
を
社
会
教
育
課
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

冨
九
六
四
l

一
五
O
O
附

申
込
締
切
三
月
十
七
日
間

主
催
重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
中
央
公
民
館

日
時心配ごと相談・行政相談

(3月 13 ・ 27 日) (3月 13 日)

時間 13: 00 ~ 15 : 00 
場所町民会館

相談無料・秘密厳守

お気軽にお越し下さしE。

受
付
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

重
信
町
下
林
甲
二
二
一
o
ー
一

箇
九
六
四
|
五
八
六
七

申
し
込
み
方
法

受
講
希
望
講
座
名
(
第
て
第
二

希
望
、
パ
イ
テ
ク
講
座
に
つ
い

て
は
前
半
、
後
半
の
区
分
)
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

受
講
者
の
決
定
と
通
知

・
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
の
あ

っ
た
方
に
、
後
日
決
定
の
通
知
を

し
ま
す
。
な
お
、
定
数
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す

0

・
一
人
一
講
座
を
原
則
と
し
、
第
一

希
望
講
座
が
定
数
を
超
え
第
二

希
望
講
座
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
第
二
希
望
に
振
り
替
え
ま
す
。

種 類 定数 対象

①花づくり講座 40名

②菊づくり実践講座 40名

③押し花講座 20名 一般

④フラワーデザイン
30名

講座

@パイテク講座 40名
生産者、
指導者等



一
一
月
三
日
、
町
内
の
各
保
育
所

で
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

a,,,. ，
、
，

上
林
保
育
所
で
は
、
園
児
達
が

づ
.
自
分
で
作
っ
た
お
面
を
か
ぶ
り
、

小
ん
小
学
校
の
先
生
が
扮
し
た
赤
鬼


F
圃

青
鬼
め
が
け
豆
を
投
げ
、
「
鬼
は
ア

つ
外
、
福
は
ア
内
」
と
大
騒
ぎ
。

や
鬼
の
迫
力
に
泣
き
出
す
園
児
も

を

い
ま
し
た
が
、
無
事
、
鬼
も
退
散
。

回
目

年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
、
今
年

M
l
vも
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
み
ん

思な
で
願
い
ま
し
た
。

勝
と
健
関
与
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ

優
ス
協
会
一
色
き
ん
か
ら
次
の
コ

ス
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

-
一
「
今
年
は
忙
し
い
中
、
何
度
か
全

-
ア員
が
練
習
を
し
た
結
果
、
好
成
績

」
γ
を
上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
若

フ
子
、
マ
マ
さ
ん
、
ベ
テ
ラ
ン
と
ま

ソ
と
ま
り
が
よ
く
、
試
合
毎
に
実
力

昨
年
、
十
一
月
に
愛
媛
ス
ポ
ー

で
を
発
揮
し
見
事
県
大
会
優
勝
を
収

ツ
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
祭
が
開
催

祭
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

さ
れ
、
重
信
町
か
ら
八
種
目
十
三

ク
も
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

チ
l
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
卓
球

し
ν
願
い
致
し
ま
す
。
」

女
子
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
高

ポ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
の
今
後
の

三
位
に
入
賞
、

ス
活
躍
、
ま
た
来
年
度
に
向
け
て
体

ま
た
ソ
フ
ト
テ

媛
育
協
会
全
体
の
更
な
る
発
展
に
期

ニ
ス
が
初
優
勝

愛
待
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す

安
松E 母体

11--(;).主'官

金証，_~-ツ Wリエーシρ余旬

。:おいて量賞者の1.5("貨をli~;，剖t

1;のてご叫'k"l付

.. ・ +，/ (/#'

を媛M'~ ~'-U' i.~争、

、H 作品百瓦す

不
要
の
こ
い
の
ぽ
り
を

お
譲
り
下
さ
い

4主

山
之
内
地
区
で
は
、
除
ヶ
堰
堤

に
お
い
て
今
年
で
三
年
目
と
な
る

こ
い
の
ぼ
り
の
架
け
渡
し
を
行
う

予
定
で
す
。
昨
年
は
ケ

ー

ブ
ル
T

V

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
二

連
の
架
け
渡
し
が
完
成
し
、
勇
壮

な
こ
い
の
ぽ
り
の
滝
登
り
が
眺
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
行
事
を
続

F

け
て
行
く
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の

こ
い
の
ぼ
り
が
必
要
で
す
。

ご
不
要
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
譲

り
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
さ
れ
た
方
の
名
前
を
お
腹
に

書
い
て
重
信
川
に
架
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

取
り
に
お
伺
い
し
ま
す
。

山
之
内
区
長
山
内
英
彦

冨
九
六
四

1

七
八
八
七

:J."J 

重
信
町
ス
キ

l

愛
好
会
(
会

'

長
青
井
正
史
先



生
)
で
は
、
一
月
二
十
四
日
か
ら
鳥

ア

取
県
の
大
山
ス
キ
l

場
へ
研
修
ツ

ツ

ア
l

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

-

前
日
の
降
雪
で
大
変
良
い
ゲ
レ

'
r

ン
デ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま

h
v

れ
、
多
く
の
初
心
者
も
上
達
が
早

f
d
』
之

く
、
初
級
コ
l

ス
を
全
部
制
覇
で

宮
内

き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
全
員

つ

大
き
な
ケ
ガ
も
無
く
、
帰
り
の
パ

ガ

ス
の
な
か
で
は
来
年
の
予
約
も
で

し

る
楽
し
い
ス
キ
l

ツ
ア
ー
と
な
り

諒
R

ま
し
た
。
(
世
話
人
一
同

)
1

4

:

二
月
一
日
、
重
信
町
民
会
館
に

お
い
て
、
「
男
の
料
理
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
男

女
共
同
参
画
に
よ
る
家
庭
づ
く
り

、
J
1
J

セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
、
重
信

φ
・

町
保
健
栄
養
推
進
協
議
会
の
協
力
r
E
、

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日

人

は
町
内
在
住
の
男
性
三
十
二
名
の

争
R

方
々
が
参
加
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ

ι
1

い
の
内
に
五
品
の
料
理
が
完
成
し

A
M

ま
し
た
。
試
食
と
共
に
反
省
会
が

理

行
わ
れ
、
「
忘
れ
ん
う
ち
に
か
あ
ち

泊
守

ゃ
ん
に
作
っ
た
ろ

」
、
「
年
に
二
、
M
R

三
回
開
催
し
て
ほ
し
い
」
、
「
こ
ん

ど
は
肉
料
理
に
挑
戦
し
た
い
」
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

ヲ
⑤乞色/'CXVÐ予宅たよノæ-宅ゆ乞邑シ@
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

所

住

保
護
者

里 リ嗣 L里 り春2翠t哩?陽2由 ゅ I ~
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月
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戸
籍
の
窓

山北宮北志 牛 北横樋西見回 住 l
之野 1 野津野 j可 奈
内田亙田 川 測田原口岡良窪 所

水岡西武越井野中佐伯佐松田 Z在E 
氏沼多原智智門 伯本中

ハ テヱキ マ
実ノレ 良 清 ノレツシ米憲サ写 名江ミ昇嫡明ヨ 子子 議正ト 子

85 91 75 91 70 93 70 69 86 55 85 89 年A守ι, 

2 2 2 2 1 1 1 1 1 11 1 事E
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i章 原i可津
窪 川 川| 沸l 窪湖l 窪 所

遠渡阿前波平 イ波山大 保藤部 昔日 川 部岡 塚
護泰 武聡晃幸健義
者武 臣 雄 一 司三次仁

美み守;魁t凍i裕1麻ま大日将i 出生
彩き 人と 喜 き皇 リ f正t士 L !尼

1 1 1 1 1 111 生
年月

14 10 10 9 9 4 4 4 日 |

⑤791-02 重信町大字志津川972番地目(089) 964 -200l(代表)

日(躍)1 行事

|歴史民俗資料館にて
lω | 

目「 ・歴民ロビー展・紙ぴな展・第一展示室・ボトルフラワー展」月末まで

15ω|雪月与一手. ~竿厚l~号 l聖子負)一一 一 -j~~ : ~~三 ~~ : ~?j~! _ ~-~ -雪
移動図書館車遂行(山之内、樋口、横河原方面)

離乳食学級
16附|

(H8年12月及びH9年l月生まれ)

人t雀相談 1 10:00-15 ・ 001役場2階第l会議室

乳児相談 (H8年6月生まれ) 1 10:00-ll : 00 1町民会館
17附ト一一一一一一一- -- - - - -- -一一ー - - -- j= =-==-- = =-== 1

乳児健診(H8年11月生まれ) 1 13 ・ 30-14:301町民会館

移動図書館車遂行(志津川、八反地、悶窪団地、 西陣]方面)

18幽|健康生活相談 I 9:00-ll:00 1役場慨胞
団出

第40田町民大運動会

20(目。|移動図書館車遂行(田窪、堀池、牛測団地、上樋団地、播磨台団地方面)

当番医岸本医院 川内町北方圏966-5670

リハビリ教室 113:30-15 :30 1町民会館
21伺) 1 一一一一一一一一一一 ___J 一 一一一一一一 l

巡回健康相談〈各地区> 23 日まで

22閃|移動図書館車運行(野田、新村、北野田、南野間方面)
23附 l

24肘 |心配ごと相談所

1不燃物回収日

25幽|全母:坦:二二二~ ~:~ ~~~~]~ ~:~~ ~ ~~ : ~~l雨量言語言
移動図書館車遂行 し七村、下林方面)

26出 I

厚手国吉土手ïli一ーーもー ー ー ー一一 一一 一 一ーーー _U: ~~三 ~~: ~~ j国一部!出D t'三
27但) 1移動図書館車運行(上林方面)

当番医中川病院 松山市南梅本町 田976ー 7811

28伺) 1粗大ごみ回収日

|祝日のためごみ収集休みます。 5月 2 日闘に出して下さい。
29附|

当番医重信クリニック 重信町志津川 園964- 1 188

30同|水道使用料・2 、 3月分納期限

13:30-15 :00 I町民会館

所

町民課編集発行愛媛県温泉郡重信町
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